


■教員免許状更新講習
①7月26日(木)〜28日(土)
②8月20日(月)〜22日(水)
③11月23日(金)〜24日(土)

自然環境や人間関係を構築す
るためのプログラムを通して、免許
状の更新を行うと共に、教員の資
質向上を図ります。詳細は交流の
家のホームページをご覧ください。
（①③は定員に達しました。）
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■ボランティア養成セミナー
6月１６日(土)〜１７日(日)1泊2日

ボランティアに関する知識を学ん
だり、よりよい人間関係を構築する
ために対象者
理解を深めたり、
社会に積極的
に関わろうとす
る若い人材を
育成します。

【マイスプーン・
フォーク作り！】

3月11日、「ぐんま昆虫の
森」にお邪魔して「マイスプー
ン・フォーク作り」を行いまし
た。「ぐんま昆虫の森」は全
国的にもユニークな「昆虫」
をテーマにした体験型教育
施設です。広い敷地には昆
虫の生態をじっくり観察できる里山が再現されており、
昆虫観察館の「ふれあいコーナー」などでは里山の生
きものや世界の昆虫と身近に触れ合うことができ、多
くの家族連れや学校が訪れる人気の施設です。
「マイスプーン・フォーク作り」とは、自分で選んだ木の
枝に穴をあけスプーン（フォーク）の先を差し込みボン
ドで固めて、世界に一つだけのスプーン（フォーク）を作
るというものです。今回は10センチ前後に切って穴を
あけた様々な太さ・形の枝を400本ほど用意しました。
昆虫観察館のエントランスホールの一角をお借りして
行いましたが、開館と同時に多くの家族や子供たちが

スプーン（フォーク）作りにチャ
レンジしてくれました。一番簡
単なやり方は、気に入った柄を
選び穴にボンドを入れてスプー
ン（フォーク）を差し込んで固め
るというやり方ですが、紙ヤス
リでていねいに磨いたり、ナイ
フで文字やマークを彫ったり、

マーカーでカラフルに色塗りをしたりと、時間をかけて
取り組んでいる子供たちもたくさんいました。可愛らし
いおそろいのスプーン・フォークセットを作る姉妹、「記
念に」と１本を二人で協力して作るおじいさんとお孫さ
んなど、思い思いに楽しそうに取り組んでいました。
担当した４名の職員はお昼をゆっくり食べる間もな
いほどの忙しさでしたが、手作りしたオリジナルスプー
ン（フォーク）を大切そうに抱えてニコニコしながら帰る
子供たちや家族を見送り、大盛況に喜び感謝しながら、
残ったほんの50本ほどの柄と心地よい疲労感と共に
帰途につきました。 （文：大工原）

【冬の赤城山を満喫！】

第4回あかぎサンサ
ンかがやきキャンプは、
2月に1泊2日で行う
予定でしたが、積雪
のため延期となり、
3月4日に日帰りで行
いました。内容は当初
の予定通り雪遊びを
メインに実施しました。
参加者は当初より少
し減って8名の参加で
したが、2月にできなかった分、みんな楽しみにしていた
ようです。
はじまりの会を済ませてから、すぐにバスに乗って赤
城山頂の第三スキー場に向けて出発しました。この日
の気温は交流の家で20℃近くあり、スキー場に着くま
で雪の状況が心配でしたが、登るにつれて徐々に雪も
見えはじめました。スキー場では、それぞれスノーチュー
ブやソリ遊びを楽しみました。2人乗りのスノーチューブ
を使って初めて会う友達と一緒に楽しみ、新しい友達

との関わりが持てまし
た。昼食は前橋市赤
城少年自然の家でい
ただき、食後には大沼
の氷の上を歩いてみ
るなど、自然の家の
周辺を散策しました。
初めて氷が張った湖
に乗った人も多く、驚
きの声が上がり、なか
なかできない体験の
機会となりました。

交流の家に戻ってからは、フォトフレーム作りをしました。
フレームに木の実を付け、思い思いの作品に仕上がり
ました。この頃は暖かい日が続いていましたが、今回の
キャンプでは、日常と違った様子を体験できたよい機
会となりました。

（田野崎）

■あかぎチャレンジアンドチェンジ
キャンプ
8月4日(土)～12日(日)8泊9日

赤城山から榛名山へ全ての行
程を自分たちで歩いて向かいます。
8泊9日をかけて仲間や自分と
向き合い、困難を乗り越えた後に
は大きな達成感が生まれます。

大勢の方が参加しました。

どれも同じものはありません。

オリジナルのフォトフレームをつくり、みんな

で撮った写真を入れました。

風を切って勢いよくソリですべりました。

【本物の選手と関わり、練習をしました！】

平成30年3月17日

（土）〜18日（日）に小

学生ラグビー交流会を

行いました。群馬県の

各チームと埼玉県のチー

ムから小学生と指導者、

合計117名の参加が

ありました。またワイルドナイツスポーツプロモーションの

三宅さんにラグビーのクリニックを担当して頂きました。

今回は、選手同士の交流を深め、スポーツ選手として

の資質の向上を図ること、各チームのティームビルディン

グを主なねらいとしました。１日目は、各チームを前半後

半に分け、アドベンチャープログラムでチームビィルディ

ングを行うグループと三宅さんのラグビークリニックを受

けるグループに分かれて行いました。夕方には、バーベキュー

を行いました。友達と助け合いながら準備や片付けを

行っていました。特に、5・6年生が低学年の児童を助け

る場面が多く見受けられました。

2日目は、ワイルドナイツの現役選手や元日本代表の

選手が4名加わり、合計7名で指導していただきました。

子どもたちからも、「選手と一緒にプレーできて感動した」

「選手でもタックルがこわいことがわかって安心した」と

の感想がありました。チームの監督や保護者のみな様か

らも「アドベンチャー

プログラムでは、普

段子どもが見せな

い表情をみること

ができて本当に良かっ

た。」「来年もぜひ開

催して欲しい」等の

感想を頂きました。

（文：阿左見）

この地域を盛り上げるために何をすればいいか考え
た時に「どんなコンテンツがあればいいか」という話題
によくなる。今まで新たなコンテンツを考えて成功した
例があるのだろうか。もちろん、成功している地域もあ
るが、広報や仕掛けなど、相当高いレベルで勝負しな
ければ難しい。新たなものをつくるにはお金も人材も
必要になる。
そこでこの赤城南麓も含め必要なのは「変わらずに
変えていくこと」なのではないか。実際その地域にあ
る素材を少し違う角度から見てみる、少しだけアレン
ジを加えてみる。私たちが当たり前に感じる自然も川
も滝も、都会の方から見たら魅力的な観光資源。例
えば今あるものを少し
だけオシャレにしてみる。
それだけで全く違うも
のなる。こういうもの
だと「仕掛け」をしてい
くことが結果的に地域
を変えていくことにつ
ながっていく。
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皆さまに安心・快適に交流の家をご利用いただくた
めに、事前の打ち合わせやプログラム内容を相談する
機会として、今年度も「見学相談会」を開催いたします。
施設の全体説明会を行った後、必要に応じて職員と
の打ち合わせや施設見学を行います。参加を希望され
る方は、実施日の７日前までに電話にてお申し込みく
ださい。実施日に関してはホームページをご覧ください。

※施設見学のみの下見は随時受け付けております。
（文：田村）

NPO法人まえばし農学舎 黛 若葉

はじめましての方も、お久しぶりの方も、こんにちは。
やぎちゃんです。
昨年より約10年ぶりに赤ボラ（赤城法人ボランティ
ア）に復帰しました。赤ボラを始めたきっかけは大学生
の時に実習で「ユニバーサルキャンプ」という障がい
児・高齢者ファミリーキャンプに参加したことでした。そ
こでの様々な思いをもったボランティアさんと出会っ
たことや参加者との交流を通して、「ありがとう」の言
葉や笑顔をもらえたことに喜びを感じました。自分の
やりたいこと、好きなことを体現できるのが、この赤
城の魅力だと思います。交流の家には様々な自然体
験プログラムや創作活動など、魅力あふれる事業や
プログラムがたくさん行われています。「あっ！」が鍵の
赤城に何かを探しに来てみませんか。きっと、自分に合っ
た何かがみつかると思いますよ。

国立赤城青少年交流の家で

活躍する、非常勤講師やボラ

ンティアの方が交流の家の

魅 力 を 紹 介 し ま す 。

今回は、赤城法人ボランティ
アの八木佑介さんに紹介
をしていただきました。ボラ
ンティア養成セミナーに参
加し、再びボランティア活
動に関わってくれています。


